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1. 2022年3月期の業績（2021年4月1日～2022年3月31日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期 12,909 △0.8 1,062 △16.6 1,095 △16.3 763 △15.3

2021年3月期 13,013 18.1 1,275 105.1 1,309 97.2 901 93.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年3月期 312.19 ― 10.1 9.9 8.2

2021年3月期 365.80 ― 12.4 12.0 9.8

（参考） 持分法投資損益 2022年3月期 ―百万円 2021年3月期 ―百万円

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期 10,860 7,641 70.4 3,101.54

2021年3月期 11,251 7,453 66.2 3,079.18

（参考） 自己資本 2022年3月期 7,641百万円 2021年3月期 7,453百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年3月期 1,328 △224 △800 3,325

2021年3月期 △7 △122 △627 3,021

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産
配当率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年3月期 ― 0.00 ― 330.00 330.00 798 90.2 11.1

2022年3月期 ― 0.00 ― 220.00 220.00 542 70.5 7.1

2023年3月期(予想) ― 0.00 ― 90.00 90.00 68.8

3. 2023年 3月期の業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) ― ― ― ― ― ― ― ― ―

通期 11,800 △8.6 430 △59.5 460 △58.0 320 △58.1 130.79

(注)当社では通期での業務管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の業績予想を省略しております。



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．12「３．財務諸表及び主な注記　（５）財務諸表に関する注記　会計方針の変更」をご覧ください。

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期 2,602,500 株 2021年3月期 2,602,500 株

② 期末自己株式数 2022年3月期 138,612 株 2021年3月期 181,837 株

③ 期中平均株式数 2022年3月期 2,446,582 株 2021年3月期 2,464,366 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成

を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予

想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 

当事業年度におきましては、老朽化する社会インフラへの維持管理、長寿命化への取り

組みが続いており、期初から港湾設備の維持補修案件が幅広く出件されました。このよう

な状況のもと、当社は、調査業務や提案営業に注力しつつ、新技術・新工法の開発、展開

に積極的に取り組んでまいりました。 

結果、受注高は、期初から港湾事業を中心に大型案件の出件が相次ぎ、前事業年度に比

べ 178 百万円増の 13,205 百万円となり、売上高は前事業年度に比べ 103 百万円減の 12,909

百万円となりました。受注残高は前事業年度末に比べ 552 百万円増の 3,019 百万円となり

ました。 

損益面では、主要な原材料であるアルミニウム価格高騰の影響を受け、経常利益は前事

業年度に比べ 213 百万円減の 1,095 百万円となり、当期純利益は同 137 百万円減の 763 百

万円となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

当事業年度末の総資産につきましては、前事業年度末に比べ 391 百万円減の 10,860 百万

円となりました。主な減少要因は、受取手形及び完成工事未収入金の減 1,463 百万円であ

り、主な増加要因は、現金預金の増 344 百万円、電子記録債権及び売掛金の増 241 百万円

であります。 

負債につきましては、前事業年度末に比べ 579 百万円減の 3,218 百万円となりました。

主な減少要因は、支払手形、電子記録債務及び工事未払金の減 207 百万円、未払法人税等

及び未払消費税等の減 386 百万円であります。 

純資産につきましては、前事業年度末に比べ188百万円増の7,641百万円となりました。

主な増加要因は、自己株式の減 153 百万円であります。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前事業年度末に比

べ 303 百万円増の 3,325 百万円となりました。 

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況と主な増減要因は以下のとおりであり

ます。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動で獲得した資金は 1,328 百万円(前事業年度は７百万円の使用)となりました。

資金の主な増加要因は、税引前当期純利益の 1,095 百万円、売上債権の減少 1,222 百万円

であり、資金の主な減少要因は、法人税等の支払い 542 百万円、賞与引当金の減少 132 百

万円及びその他の棚卸資産の増加 119 百万円であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動に使用した資金は 224 百万円(前事業年度は 122 百万円)となりました。このう

ち主な使途は、差入保証金の支出 104 百万円及び事業活動に必要な固定資産の取得 110 百

万円であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動に使用した資金は 800 百万円(前事業年度は 627 百万円)となりました。このう

ち主な使途は、配当金の支払い 797 百万円であります。 
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    キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 2018 年 

３月期 

2019 年 

３月期 

2020 年 

３月期 

2021 年 

３月期 

2022 年 

３月期 

自己資本比率 

（％） 
68.0  66.4  67.3  66.2  70.4  

時価ベースの自己資本比

率（％） 
71.2  75.2  85.9  137.7  113.4  

   自己資本比率：自己資本／総資産 

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

   （注１）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

   （注２）キャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオは、算

定の基礎となる期末有利子負債がないため、記載しておりません。 

  

  （４）今後の見通し 

次年度につきましては、大型案件の出件が相次いだ当年度には及ばないものの、港湾関

連を中心とした需要は堅調に推移するものと予想しております。一方で、ポストコロナに

おける経済回復、ウクライナ情勢、為替相場等を背景としたアルミニウムを始めとする原

材料やエネルギー価格の上昇によるコスト増加が見込まれることにより、売上高 118 億円、

経常利益 4.6 億円、当期純利益 3.2 億円を見込んでおります。 

 

  ２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

    当社は連結財務諸表を作成していないため、国際会計基準に基づく財務諸表を作成するた

めの体制整備の負担等を考慮し、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。 

㈱ナカボーテック（1787）　2022年3月期決算短信（非連結）

3



３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 569,202 913,259

受取手形 809,252 782,551

電子記録債権 428,097 447,846

完成工事未収入金 4,279,297 2,842,704

売掛金 404,705 626,225

商品及び製品 386,645 471,791

未成工事支出金 96,402 186,790

材料貯蔵品 59,557 94,100

前払費用 50,644 109,944

関係会社預け金 2,452,205 2,412,085

その他 7,220 66,765

流動資産合計 9,543,230 8,954,065

固定資産

有形固定資産

建物 703,179 751,100

減価償却累計額 △433,115 △456,005

建物（純額） 270,064 295,095

構築物 58,140 58,260

減価償却累計額 △37,995 △40,071

構築物（純額） 20,145 18,189

機械及び装置 336,669 331,652

減価償却累計額 △285,138 △290,834

機械及び装置（純額） 51,531 40,817

車両運搬具 16,527 16,527

減価償却累計額 △16,526 △16,526

車両運搬具（純額） 0 0

工具器具・備品 770,519 808,970

減価償却累計額 △709,712 △739,920

工具器具・備品（純額） 60,807 69,049

土地 251,012 251,012

その他 18,734 11,645

減価償却累計額 △13,872 △7,392

その他（純額） 4,862 4,253

有形固定資産合計 658,422 678,417

無形固定資産 25,282 28,410
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 318,926 315,960

破産更生債権等 11,865 11,865

繰延税金資産 593,529 539,085

長期前払費用 － 181,496

その他 112,474 162,705

貸倒引当金 △11,865 △11,865

投資その他の資産合計 1,024,930 1,199,247

固定資産合計 1,708,635 1,906,075

資産合計 11,251,866 10,860,140
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 19,283 －

電子記録債務 89,078 －

工事未払金 772,972 673,682

買掛金 122,148 241,540

未払金 69,037 28,838

未払費用 139,040 101,600

未払法人税等 572,613 280,049

未払消費税等 167,578 73,960

契約負債 － 90,083

未成工事受入金 28,684 －

預り金 25,164 23,744

完成工事補償引当金 16,379 16,951

工事損失引当金 16,781 32,611

賞与引当金 682,000 550,000

資産除去債務 － 49,500

その他 2,177 2,177

流動負債合計 2,722,940 2,164,739

固定負債

退職給付引当金 947,931 968,548

役員退職慰労引当金 102,875 75,375

資産除去債務 21,569 8,894

その他 2,903 725

固定負債合計 1,075,279 1,053,544

負債合計 3,798,219 3,218,283

純資産の部

株主資本

資本金 866,350 866,350

資本剰余金

資本準備金 753,385 753,385

その他資本剰余金 0 116,741

資本剰余金合計 753,385 870,126

利益剰余金

利益準備金 197,611 197,611

その他利益剰余金

固定資産圧縮積立金 28,600 28,600

別途積立金 600,000 600,000

繰越利益剰余金 5,533,731 5,459,939

利益剰余金合計 6,359,942 6,286,150

自己株式 △643,001 △489,062

株主資本合計 7,336,676 7,533,564

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 116,969 108,292

評価・換算差額等合計 116,969 108,292

純資産合計 7,453,646 7,641,856

負債純資産合計 11,251,866 10,860,140
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

売上高

完成工事高 10,747,388 10,165,313

製品等売上高 2,266,166 2,744,422

売上高合計 13,013,554 12,909,735

売上原価

完成工事原価 8,558,862 8,190,052

製品等売上原価

商品及び製品期首棚卸高 321,042 386,645

当期商品仕入高 821,379 1,120,128

当期製品製造原価 813,297 993,015

合計 1,955,719 2,499,789

他勘定振替高 393,193 388,284

商品及び製品期末棚卸高 386,645 471,791

製品等売上原価 1,175,880 1,639,713

売上原価合計 9,734,742 9,829,765

売上総利益

完成工事総利益 2,188,526 1,975,260

製品等売上総利益 1,090,285 1,104,709

売上総利益合計 3,278,811 3,079,970

販売費及び一般管理費

役員報酬 153,553 162,932

従業員給料手当 716,024 775,236

賞与引当金繰入額 287,595 228,627

退職金 4,583 13,204

退職給付引当金繰入額 50,523 44,581

役員退職慰労引当金繰入額 18,842 16,342

法定福利費 186,216 160,123

福利厚生費 46,362 52,033

修繕維持費 15,955 16,493

事務用品費 9,472 9,451

通信交通費 70,878 76,112

動力用水光熱費 15,970 16,945

調査研究費 1,699 1,607

広告宣伝費 4,801 6,284

交際費 12,647 15,676

寄付金 2,760 3,053

地代家賃 121,992 125,727

減価償却費 23,145 36,237

租税公課 70,944 62,200

保険料 20,931 26,171

荷造運賃 18,952 15,654

賃借料 23,743 23,644

派遣労務費 1,019 716

雑費 125,061 127,913

販売費及び一般管理費合計 2,003,676 2,016,973

営業利益 1,275,135 1,062,997
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(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

営業外収益

受取利息 13,727 9,886

受取配当金 8,287 10,616

保険事務取扱手数料 1,360 1,311

受取賃貸料 9,364 9,395

廃品売却収入 1,432 3,142

雑収入 1,378 629

営業外収益合計 35,550 34,981

営業外費用

譲渡制限付株式報酬償却 ― 2,178

雑損失 1,169 43

営業外費用合計 1,169 2,222

経常利益 1,309,516 1,095,756

特別損失

固定資産除却損 4,685 45

特別損失合計 4,685 45

税引前当期純利益 1,304,830 1,095,710

法人税、住民税及び事業税 541,617 256,540

法人税等調整額 △138,260 75,380

法人税等合計 403,356 331,921

当期純利益 901,473 763,789
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 866,350 753,385 0 753,385 197,611 28,600 600,000 4,955,679 5,781,891

当期変動額

剰余金の配当 △323,422 △323,422

当期純利益 901,473 901,473

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― ― ― ― ― ― 578,051 578,051

当期末残高 866,350 753,385 0 753,385 197,611 28,600 600,000 5,533,731 6,359,942

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式

株主資本合

計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △343,639 7,057,987 64,950 ― 64,950 7,122,937

当期変動額

剰余金の配当 △323,422 △323,422

当期純利益 901,473 901,473

自己株式の取得 △299,361 △299,361 △299,361

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

52,019 ― 52,019 52,019

当期変動額合計 △299,361 278,689 52,019 ― 52,019 330,709

当期末残高 △643,001 7,336,676 116,969 ― 116,969 7,453,646
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　当事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産

圧縮積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 866,350 753,385 0 753,385 197,611 28,600 600,000 5,533,731 6,359,942

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△38,762 △38,762

会計方針の変更を反映

した当期首残高
866,350 753,385 0 753,385 197,611 28,600 600,000 5,494,969 6,321,180

当期変動額

剰余金の配当 △798,818 △798,818

当期純利益 763,789 763,789

自己株式の取得

自己株式の処分 116,740 116,740

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 116,740 116,740 ― ― ― △35,029 △35,029

当期末残高 866,350 753,385 116,741 870,126 197,611 28,600 600,000 5,459,939 6,286,150

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式

株主資本合

計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △643,001 7,336,676 116,969 ― 116,969 7,453,646

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△38,762 △38,762

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△643,001 7,297,914 116,969 ― 116,969 7,414,884

当期変動額

剰余金の配当 △798,818 △798,818

当期純利益 763,789 763,789

自己株式の取得 △449 △449 △449

自己株式の処分 154,387 271,128 271,128

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△8,677 ― △8,677 △8,677

当期変動額合計 153,938 235,649 △8,677 ― △8,677 226,972

当期末残高 △489,062 7,533,564 108,292 ― 108,292 7,641,856
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日

　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 1,304,830 1,095,710

減価償却費 82,746 98,303

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △3,148 572

工事損失引当金の増減額（△は減少） 6,337 15,830

賞与引当金の増減額（△は減少） 300,000 △132,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 28,776 20,617

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18,700 △27,500

受取利息及び受取配当金 △22,015 △20,503

固定資産除却損 4,685 45

売上債権の増減額（△は増加） △1,110,351 1,222,025

未成工事支出金の増減額（△は増加） △23,968 △90,388

その他の棚卸資産の増減額（△は増加） △58,143 △119,689

前払費用の増減額（△は増加） 979 △1,943

その他の流動資産の増減額（△は増加） 2,188 △5,796

仕入債務の増減額（△は減少） △528,487 △88,260

未払金の増減額（△は減少） 16,582 △15,272

未払費用の増減額（△は減少） 56,377 △37,440

未払消費税等の増減額（△は減少） 111,138 △93,617

契約負債の増減額（△は減少） - 60,799

未成工事受入金の増減額（△は減少） △11,604 -

預り金の増減額（△は減少） △3,314 △1,696

その他 13,654 △28,896

小計 185,965 1,850,899

利息及び配当金の受取額 22,015 20,503

法人税等の支払額 △215,156 △542,651

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,174 1,328,750

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △8,322 △9,540

有形固定資産の取得による支出 △99,029 △98,010

無形固定資産の取得による支出 △15,221 △11,999

差入保証金の差入による支出 - △104,694

投資活動によるキャッシュ・フロー △122,573 △224,244

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △2,177 △2,177

自己株式の取得による支出 △300,524 △449

配当金の支払額 △324,343 △797,943

財務活動によるキャッシュ・フロー △627,045 △800,569

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △756,794 303,936

現金及び現金同等物の期首残高 3,778,201 3,021,407

現金及び現金同等物の期末残高 3,021,407 3,325,344

　

㈱ナカボーテック（1787）　2022年3月期決算短信（非連結）

11



　（５）財務諸表に関する注記事項

該当事項はありません。

　(収益認識に関する会計基準の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を

第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

　（１）工事契約に係る収益認識

　　従来は工事契約に関して、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号2007年12月27日）及び「工事

　契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号2007年12月27日）に基づき、進捗部分につ

　いて成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用

　しておりましたが、履行義務を充足するにつれて一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。な

　お、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、見積総原価に対する発生原価の割合（インプット法）で算出

　しております。また、履行義務の充足に係る進捗率の合理的な見積りが出来ない工事については原価回収基準を

　適用しております。期間がごく短い工事については代替的な取扱いを適用し完全に履行義務を充足した時点で収

　益を認識しております。

　（２）製品等分納出荷に係る収益認識

　　従来は製品等販売契約に関して、原則として契約数量を全数出荷した時点で収益を認識しておりましたが、複数

　の製品等の納入を伴う契約については製品等ごとに履行義務を充足した時点で収益を認識する処理に変更してお

　ります。なお、出荷時から製品等の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、代替的な

　取扱いを適用し出荷時に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の利

益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定

める方法を適用し、当事業年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契

約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用

し、当事業年度の期首より前までに行われた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基

づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当事業年度の期首の利益剰余金に加減しております。

　また、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「未成工事受入金」及び「預り金」は当事業

年度より「契約負債」及び「預り金」に含めて表示しております。ただし、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的

な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法による組替えを行っておりません。

　この結果、当事業年度の売上高は221,256千円増加し、売上原価は162,100千円増加し、売上総利益、営業利益、

経常利益及び税引前当期純利益はそれぞれ59,155千円増加しております。

　当事業年度のキャッシュ・フロー計算書に与える主な影響は、税引前当期純利益の増加が59,155千円、売上債権

の増減額の減少が239,892千円、未成工事支出金の増減額の増加が153,753千円、契約負債の増減額の増加が

18,635千円であります。

　当事業年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、株主資本等変動計算書の繰越利益剰余金

の期首残高は38,762千円減少しております。

(時価の算定に関する会計基準の適用)

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を

当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10

号2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、

将来にわたって適用することとしております。なお、財務諸表に与える影響はありません。

（会計方針の変更）

（継続企業の前提に関する注記）
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（持分法損益等）

前事業年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

　　該当事項はありません。

当事業年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

　　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分

の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、主に防食に関わる工事及び製品等の販売を行っており、対象施設別に港湾関連、地中関連、陸上関連の３つを

報告セグメントとしております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表作成のために採用している会計処理と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度（自　2020年４月１日　至　2021年３月31日）

（単位：千円）

売上高

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高

（注）１．その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国際事業等を含んでおります。

　　　２．セグメント資産については、特に各セグメントに資産を配分していないため、記載しておりません。

当事業年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）

（単位：千円）

売上高

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高

（注）１．その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国際事業等を含んでおります。

　　　２．セグメント資産については、特に各セグメントに資産を配分していないため、記載しておりません。

４．報告セグメント合計額と財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

244,373 3,079,970

前事業年度

11,769,047

1,244,507

セグメント利益又は損失（△） 2,070,051

―

計 8,715,271 1,879,947 746,564 11,341,783 1,567,951 12,909,735

― ― ― ― ―

1,879,947 746,564 11,341,783 1,567,951

― ― ― ― ―

11,769,047 1,244,507

― ―

　外部顧客への売上高 8,715,271

計 8,035,781 2,895,474 837,790 13,013,554

12,909,735

セグメント資産（注２） ― ― ― ―

セグメント資産（注２） ― ― ― ―

― ―

「その他」の区分の売上高

報告セグメント計

売上高

報告セグメント

11,341,783

1,567,951

837,790

347,137

2,895,474

753,244

その他
（注１）

合計
報告セグメント

港湾 地中

―

1,244,507

財務諸表の売上高

8,035,781

1,951,992セグメント利益又は損失（△）

　外部顧客への売上高

3,052,374

陸上 計

226,437

13,013,554

3,278,811

11,769,047

その他
（注１）

合計
港湾 地中 陸上 計

13,013,554

448,528 317,017

12,909,735

当事業年度

2,835,596
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（単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術試験費であります。

【関連情報】

１.製品及びサービスごとの情報

　　前事業年度及び当事業年度については、セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

　（１）売上高

前事業年度及び当事業年度については、本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり純資産額 3,079.18円 １株当たり純資産額 3,101.54円

１株当たり当期純利益 365.80円 １株当たり当期純利益 312.19円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　　　２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当期純利益（千円）

普通株主に帰属しない金額（千円）

普通株式に係る当期純利益（千円）

普通株式の期中平均株式数（千株）

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

財務諸表の営業利益 1,275,135 1,062,997

「その他」の区分の利益又は損失（△） 226,437 244,373

全社費用（注） △ 2,003,676 △ 2,016,973

報告セグメント計 3,052,374 2,835,596

　 至　2021年３月31日）

（自　2021年４月１日

　 至　2022年３月31日）

前事業年度 当事業年度

（自　2020年４月１日

（自　2021年４月１日

　 至　2022年３月31日）

前事業年度 当事業年度

（自　2020年４月１日

　 至　2021年３月31日）

2,464 2,446

763,789

―

763,789901,473

901,473

―

利益 前事業年度 当事業年度
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